
工事事故防止に向けて！

◎裏面に、令和８年度の重点対策事項を記載しております。

• 令和７年度の建設局工事・委託業務事故件数は１７件（前年度より減少）

• 受注者・受託者の事故では「はさまれ・巻き込まれ」「墜落・転落」による
事故が多く、斜面点検委託において転落死亡事故が発生！

• 死亡事故の原因は、現場管理者の配置が計画書通りに行われず、作業現場の
安全管理や管理体制が追い付いていなかったことであった

• 墜落制止用器具の不適切使用など、適切な作業手順が守られていなかった
ことによる墜落・転落による事故が発生

『墜落制止用器具の確実な着用と、現場に即した適切な作業手順の作成・遵守』
～必ず掛けよう、命をつなぐ二丁掛け～

局委託業務で転落死亡事故が発生

【令和８年度建設局工事安全対策目標】

【 局工事・委託業務の事故件数 】
（過去３か年）

- R8.4発行 -

【 第三者事故の原因内訳 】

第三者（人身） 第三者（物損）

（件）

（件） （件）

31

20 17

R5 R6 R７

局工事 局委託業務

【 受注者事故の原因内訳 】
（件）



工事事故防止に向けて！

重点対策事項・・・ （毎日（作業時）、確実に確認・点検する事項）

安全対策目標 対策事項

受
注
者
事
故
防
止

墜落・転落事故防止

高所作業員の墜落制止用器具の確実な使用、墜落制止用器具取り
外し時の足場の確保

保護具（ヘルメット、墜落制止用器具、ライフジャケット等）の
確実な着用と使用

飛来落下事故の防止
開口部へのネット設置、資材の緊結等による飛来、落下防止措置
の徹底

はさまれ、巻き込まれ
事故の防止

手元・足元・周辺作業環境の確認

作業時、特に資機材の吊り作業時における声掛け、合図の徹底

安全管理体制の強化

各作業工程毎の作業計画の作成、及び作業計画に即した現場作業
の徹底

現場責任者による安全確認の徹底
（作業員判断による予定外作業や作業内容変更等の禁止、作業計
画に無い作業は、現場責任者が必ず確認した上で実施）

資機材の適正管理・廃材の分別管理等、現場内の整理整頓の徹底

【令和８年度の重点対策事項】

令和７年度の事故事例

○概要

擁壁上部の除草作業を実施中、足を滑らせて約４ｍ下の歩道部に転落した

○主な事故原因

現場には転落防止設備（親綱）があり、被害者は墜落制止用器具を着用して
移動していたが、支障物を避けるためにフックを掛け替える必要があり、その
時に親綱からフックを２丁とも外してしまった

フルハーネスフック部

支障物（竹の幹） 親綱（樹木の幹に固定）

右方向から左方向に向かって移動
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